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第１ 交通事故情勢について 

 

１ 令和７年中の発生状況 

     ・人身事故の発生件数は、２，９４７件（前年比＋２） 

     ・死者数は、４１人（前年比▲１４） 

     ・負傷者数は、３，５９６人（前年比▲３２） 

 

２ 令和７年中の人身事故の特徴 

     ・高齢者の死者は、２４人で全死者の約６割 

     ・歩行中の死者１７人のうち、道路横断中が１２人 

     ・夜間の死者は１５人と、全死者の約４割 

     ・自転車乗用中の死傷者数４２３人のうち、１５歳から１９歳が１２６ 

人と全体の約３割 

 

３ こどもに関する交通事故（報道資料を基に作成） 

日時場所 概要 備考 

R8.4.18 夕方 

熊本市 

交差点で普通自動車が小学１年生と衝突 

小学１年生が意識不明の重体 
 

R8.6.2  夕方 

熊本市 

男子高校生が運転する自転車と歩行者が衝突 

歩行者の女性は病院搬送後に意識不明の重体 

高校生に負傷無し 

R8.6.11 朝 

熊本市 

路線バスと中学生が運転する自転車が接触 

中学生が手足を骨折し重傷 

ヘルメットあり 
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第２ 交通指導員の勤務要領 

 

１ 指導員の任務

  交通指導員（以下、「指導員」という。）は、地域住民に対する交通安全 

思想の普及啓発活動及び通学路におけるこどもを重点に、歩行者の保

護誘導等の街頭活動を通じ、安全な歩行の習慣化を図るとともに、正

しい交通ルールの励行を指導し、交通事故の防止に努めることを任務

とする。 

 

２ 指導員の活動の範囲 

（１） 交通安全教室や各種会合の機会を通じた交通安全教育の実施 

（２） 各季交通安全運動における運動の推進及び交通安全指導 

（３） 交通安全に関するポスターやチラシ等の掲出及び配布活動 

（４） 広報車や有線放送等を利用した地域住民に対する交通広報 

 （５） 通学路における交通安全指導 

（６） 歩行者、自転車利用者に対する正しい交通ルールの指導 

（７） 道路の不正使用、障害物整理の指導 

（８） 祭典や各種行事開催時における交通指導 

（９） 悪質交通違反者の通報・報告 

（１０） その他市町村長等が交通安全上必要と認めて命じた事項 
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３ 指導員の服務心得 

  指導員が任務を行うにあたっては、次の事項に留意すること。 

（１） 交通安全の指導者である誇りと責任を自覚し、旺盛な意欲をもっ

て勤務に従事すること。 

     また、交通安全思想の普及にも配慮し、街頭指導のみに偏重しな

いよう留意すること。 

（２） 指導員は、法令上の権限をもたない民間の奉仕者であることを認

識し、任務の遂行にあたって、警察官の職務行使と誤認するような

行為は絶対に避けること。 

（３） 指導員としての信用を傷つけ、又は指導員全体の不名誉となるよ

うな行為をしないこと。 

（４） 指導員は、常に交通法令の研鑽に努めるとともに、指導技術の向

上を図るように心掛ける。 

  また、指導員自らが常に交通法令を守り、住民の模範となるよう

に心掛けること。 

（５） 指導員は、警察署、教育委員会、学校関係者、その他交通関係機

関・団体との緊密な連携及び指導員相互の協力による任務の遂行

に努めること。 
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４ 指導員の行う交通指導についての法令上の根拠 

 一般的には、道路交通法第１４条第４項及び第５項が指導員の行う誘

導、合図等の法的根拠であると解釈されている。 

道路交通法第１４条（目が見えない者、幼児、高齢者等の保護） 

１～３ 略 

４ 児童又は幼児が小学校、幼稚園、幼保連携型認定こども園その他の教育又は保

育のための施設に通うため道路を通行している場合において、誘導、合図その他適

当な措置をとることが必要と認められる場所については、警察官等その他その場所

に居合わせた者は、これらの措置をとることにより、児童又は幼児が安全に道路を

通行することができるように努めなければならない。 

５ 高齢の歩行者、身体の障害のある歩行者その他の歩行者でその通行に支障のあ

るものが道路を横断し、又は横断しようとしている場合において、当該歩行者から

申出があつたときその他必要があると認められるときは、警察官等その他その場所

に居合わせた者は、誘導、合図その他適当な措置をとることにより、当該歩行者が

安全に道路を横断することができるように努めなければならない。 

 

５ 指導員の活動の限界 

  指導員の交通指導をはじめとする各種活動は、良好な人間関係を基

盤として地域住民の協力を得て行っているもので、警察官の交通指導

取締りの際に行使するような権限はなく、あくまでも私人として許さ

れる限度と方法によらなければならない。 

  したがって、指導員が警察官の取締り行為と誤認するような行為を

行って、住民から「指導員から取締りを受けた」との誤解をされるよう

なことは、厳に慎むべきである。 
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第３ 交通指導上の留意事項 

１ 受傷事故防止 

（１） 街頭活動時の場所の選定 

    通学路や主要な交差点における街頭活動の際には、歩道内、車止

めの内側など、車両の誤進入等の危険な場合に避難措置を講じられ

るような場所を選定すること。 

（２） 合図の動作 

    車両に対して横断旗や、停止棒等を示して歩行者等の保護誘導を

する場合には、大きくはっきりと、分かりやすい動作に努めること。 

（３） 車両停止時の受傷事故防止 

    歩行者等の保護誘導を行う際など、車両の進行方向で活動する場

合、車両が完全に停止するまでは車両の進行方向（車道）に出ないこ

と。 

（４） 薄暮時等の交通事故防止 

    夕方、早朝の薄暮時のほか、降雨や濃霧等で道路の視認性が悪い

場合には、車両の運転手に前照灯（ライト）の点灯を促すとともに、指

導員についても反射材等を活用して交通事故防止に努めること。 

（５） 路面凍結時の措置 

    冬季の路面凍結時や積雪時等には、スリップした車両との交通事

故が予想されるため、指導員自身が避難できるよう心掛けるととも

に、合図を早めに出すなど、急ブレーキ等をさせないよう配慮する。 
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２ 歩行者等の保護誘導 

（１） こどもに対する交通安全指導 

    道路横断時の保護誘導時には、指導員が安全を確保した後に横断

させるのではなく、必ずこどもが自身で左右の安全を確認してから 

横断ができるように指導すること。 

（２） 保護誘導時の交通事故防止 

  運転手の視線等にも注視し、確実に車両が停止したことを確認し

てから道路の横断等を開始し、歩行者等の横断が完了するまでは警

戒を怠らないこと。 

 

３ 各種協力体制の構築 

（１） 交通事故発生時 

街頭活動中に交通事故や悪質な交通違反を認めた場合には、最寄

りの警察署に通報し、特に急を要する場合には１１０番通報等を行う

こと。 

（２） 他の関係機関・団体との連携 

    各種活動にあたっては、学校や交通安全協会等の関係者と連携し、 

 相互の協力を得られるよう努めること。 
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第５ 熊本県の交通安全計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



13 

１ 第１２次熊本県交通安全計画（抜粋） 

  令和８年度から令和１２年度までの県の交通安全に関する計画です。 

  この計画に沿って目標に向けた取組を県内で実施しています。 

（１） 道路交通の安全についての目標（令和１２年までに） 

    ・２４時間交通事故死者数  ３８人以下 

    ・交通事故重傷者数    ３４０人以下 

（２） 対策の重点 

・歩行者の安全確保（最重点） 

・高齢者とこどもを交通事故から守るとともに交通事故を起こさな

いための総合的な対策 

・自転車の安全利用の推進 

・ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄの全席着用とﾁｬｲﾙﾄﾞｼｰﾄの正しい使用の徹底 

・飲酒運転等の危険運転の根絶 

  ・外国人の交通安全対策の推進 

・先進技術の活用推進 

・交通実態等を踏まえたきめ細かな対策の推進 

・地域が一体となった交通安全対策の推進 

 

２ 令和８年度熊本県交通安全実施計画 

  熊本県内の交通安全対策について各関係機関・団体の実施計画をと

りまとめたものです。 

※詳細は熊本県ホームページに掲載されています。 
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第６ その他 

１ 熊本県交通事故相談所（電話・面接による相談） 

損害賠償の請求及び示談に関すること、調停・訴訟制度等の相談 

熊本市中央区水前寺６丁目１８番１号 熊本県庁 行政棟 本館２階 

電話番号：０９６－３３３－２２９５ 

受付：平日の午前９時～午後０時、午後１時～午後４時 

休み：土、日、祝日、年末年始 

２ 運転免許証の自主返納手続き 

（１） 運転免許センター 

月曜日～木曜日・日曜日 

（金曜日、土曜日、祝日・振替休日及び年末年始を除く。） 

    【平日】 午前 9 時～午前 11 時、午後 1 時～午後 3 時 

    【日曜日】 午前 10 時 30 分～午前 11 時 30 分 

午後 2 時 30 分～午後 3 時 30 分 

（２） 警察署 

平日（土曜日、日曜日、祝日・振替休日及び年末年始を除く。） 

   午前 9 時～午前 11 時、午後 1 時～午後 3 時 

（３） 氷川幹部交番 

平日（土曜日、日曜日、祝日・振替休日及び年末年始を除く。） 

   午前 9 時～午前 11 時、午後 1 時～午後 2 時 



 

 

 

 

   

                    ・熊本県交通安全推進連盟マスコット「ベルとら」 

                    ・交通指導員 

                    ・熊本県の交通安全のため活動中！ 

 

 

 

 

熊本県交通安全推進連盟ホームページ 

https://kumamoto-koutsu.com/ 
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